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外 国 産 マ ツ属 の 虫 害 に 関 す る研 究

第6報 マ ツノマダ ラカ ミキリ成虫の後食 について

古 野 東 洲 ・上 中 幸 治

Studies on the Insect Damage upon the Pine-species imported in Japan 

          (No. 6) On the Feeding of Japanese Pine 
           Sawyer Adult, Monochamus alternatus Hope 

              Tooshu FURUNO and  KO UENAKA

要 旨

マツ ノマ ダ ラ カ ミキ リ成 虫 の 後食 に よ って 伝播 され た マ ツ ノザ イ セ ン チ ュ ウ に起 因 す る ク ロ マ

ツ,ア カマ ツの 集 団 枯 損 は,西 日本 各 地 の マ ツ林 に大 き な被 害 を あ た えて い る。

本 報 告 は,マ ツ ノザ イ セ ンチ ュ ウを伝 播 す る重 要 な役 割 を にな って い る マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミキ リ

成 虫 の マ ツ属 に対 す る後 食 の 可 能性 を1977年,1978年 に調 査 した結 果 を と りま とめ た も の で あ

る。

飼 育 ビ ン(内 径17cm,高23cm)お よ び網 室(底 辺90×180cm,高 さ185cm)に,マ ツ ノ マ

ダ ラカ ミキ リと と も に入 れ られ た29種 の マ ツ 属枝 条 は,す べ て が 後 食 され,後 食 され な か っ た も

の は1例 もみ られ な か った(表 一1)。

網 室 に,11鉢 に 植 られ た11種 の マ ツ属 を並 べ,羽 化2～3日 後 の マ ッ ノ マ ダ ラカ ミキ リ7匹 の

3～9日 間 の行 動 お よ び後 食 状 況 を1977年 に16組,1978年 に17組 調 査 し た結 果,供 試 した13種 の

マ ツ属 は,い ず れ の種 も後 食 さ れ,1度 も後 食 され な か った 種 はな か っ た(表 一2,図 一2)。

網 室 内 で の マ ツ ノマ ダ ラカ ミキ リ成 虫 の行 動 は さ ま ざ まで,190時 間 も同 一 樹 体 で 後 食 を 続 け

た個 体 もあ れ ば,数 時 間 で樹 体(樹 種)を 移 動 した もの もあ り,24時 間 以 内 に移 動 す る場 合 が 多

か った(図 一3)。 移 動 は夜 間 に行 な われ る こ とが 多 く,マ ツ ノマ ダ ラ カ ミキ リ成 虫 は,夜 行 性

で あ る と思 われ る。

マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミキ リ成 虫 の 後 食 痕 面 積 の1コ あ た りの 平 均 は,テ ー ダ マ ッ(P.taeda)実 験

林で,1977年 は105mm2,1978年 は112mm2,ス ラ ッシ ュマ ツ(P.elliottii)実 験 林 で,そ れ ぞ れ

112mm2,114mm2で,平 均 後 食 痕 面 積 はIlO～120mm2と 推 定 され る。

白浜 試 験 地 の見 本 樹 と して 植 え られ て い る7種 類 の メキ シ コ産 マ ツ属 に も,マ ツ ノ マダ ラ カ ミ

キ リの後 食 痕 が み られ(表 一5),P・taeda,P.elliottiiの 実 験 林 に お いて も多 くの後 食 痕 が 確 認 さ

れ た(表 一6)。 さ らに,野 外 にお い て,マ ツ ノ マ ダ ラカ ミキ リの後 食 一 マ ツ ノザ イ セ ン チ ュウ

の繁 殖 に よ り枯 死 したP.elliottii(2本),P・taeda(3本),P・massoniana,P.thunbergii(♀)×

P.ma∬oniana(♂)のF1,P.radiata,P.pinasterの9本 を 確 認 した。

本 調 査 の 結果,マ ツ ノマ ダ ラ カ ミキ リの成 虫 は マ ツ属 で あれ ば,ど の種 で も後 食 す る こ とが 明

らか に な った 。
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ま え が き

関 東 以 西 の大 平 洋 沿 岸 地 帯,西 日本 各 地 の ク ロ マ ツ,ア カ マ ツ林 の激 しい 集 団枯 損 が,マ ツ ノ

ザ イセ ンチ ュ ウ(Bursaphelenchuslignicolus)の 発 見 に よ り1,2),マ ツ ノマ ダ ラ カ ミキ リ(Monocha・

musalternatus)と の共 同作 用 に起 因 して い る こ とが 明 らか に され,マ ツ ノマ ダ ラカ ミキ リが マ ツ

ノザ イセ ン チ ュ ウの 運 び 屋 と して 注 目 され る こ と とな った3)。 す な わ ち,マ ツ ノマ ダ ラ カ ミキ リ

の 成 虫 は,羽 化 脱 出 後 に,主 と して,ク ロマ ツ,ア カマ ツ枝 条 を 後 食 し,マ ツ林 の集 団 枯 損現 象

の原 因 とな るマ ツ ノザ イ セ ンチ ュ ウを 媒 介 す る重 要 な 役 割 を にな って い る 。 マ ツ ノザ イ セ ンチ ュ

ウ の ク ロマ ツ(P.thunbergif),ア カ マ ツ(P.densiflora)へ の顕 著 な加 害 性 が 明 らか に さ れ4),数

多 い マ ツ属 各 種 の マ ツ ノザ イ セ ンチ ュ ウ に対 す る抵 抗 性 あ るい は感 受 性 が 調 査 され,P.taeda,

P.elliottii,P.yigida,P.echinataP.taiwanensisな どの 抵 抗 性 が,P・koraiensis,P.leiophylla ,P.

mugoな どの感 受 性 が,さ ら に,日 本 に導 入 され て い る マ ツ属30種 の マ ツ ノザ イ セ ンチ ュウ に対

す る抵 抗 性 また は感 受 性 が 明 らか に され て い る4-6)。 一 方,マ ッ ノ マダ ラ カ ミキ リの マ ツ属 に 対

す る後 食 の 可 能 性 につ い て,そ の 役 割 の重 要 性 に もか か わ らず,こ れ まで に調 査 観 察 され た もの

は,P・taede,P.bungeanaな ど多 くは な い7'8)。 しか し,枯 損 木 か らマ ツ ノザ イ セ ン チ ュ ウが 検 出

され た こ と によ って,後 食 を 推 定 し得 る例 もあ り9),マ ツ ノ マダ ラ カ ミキ リが マ ツ属 の 多 くま た

は す べ て の 種 を 後 食 す るで あ ろ う と推 察 され て い た 。

本 報 告 で は,こ の こ とを確 認 す るた あ に,京 都 大学 農 学 部 附 属 演 習 林 白浜 試 験 地(和 歌 山県 西

牟 婁 郡 白 浜 町),上 賀 茂 試 験 地(京 都 市 北 区上 賀 茂)お よ び 徳 山 試験 地(山 口県 徳 山 市)に 育 て

られ て い る マ ツ属 を対 象 に,マ ツ ノマ ダ ラカ ミキ リ成 虫 の 後食 につ いて 調 査 した結 果 を と りま と

め た 。

調 査 に協 力 い た だい た各 試 験 地 の職 員 各 位,マ ツ ノザ イ セ ンチ ュウを 確 認 して い た だ い た二 井

一 禎 氏
,枯 損 ス ラ ッシ ュ マ ツの 調 査 に便 宜 を 与 え られ 協 力 い ただ い た和 歌 山 県 専 門技 術 員 中山 彰

氏 に深 謝 致 します 。 な お,本 研 究 は文 部 省 科 学 研 究 費 の助 成 を う けて 行 な わ れ た もの で,共 同 研

究 者 の赤 井 龍 男,川 那 辺 三 郎,渡 辺 弘 之,大 畠誠 一 の 諸 氏 か ら造 林 学,森 林 生 態 学 の 豊 富 な知 識

に も とず く有 益 な 助 言 を得 ま した,感 謝 致 し ます 。

調 査 方 法

マ ツ ノマ ダ ラカ ミキ リー マ ツ ノザ イ セ ンチ ュウ に,ク ロマ ツ お よ び ア カ マ ツ が壊 滅 的被 害 を う

けて い る 白浜 試 験 地 を 主 に,上 賀 茂,徳 山試 験 地 に育 て られて い る外 国 産 マ ツ属 の被 害 を も調 査

した 。

供 試 マ ツ属 は,P・densiflora,P・thunbergii,P・koraiensis,の 国 内産 マ ツ属,P.ayacahuiteV・bra-

chypteraを 含 む31種 の マ ツ属(ml,表 一2)で,つ ぎ の3方 法 に よ り,マ ツ ノマ ダ ラ カ ミキ

リ成 虫 の 後食 の 可 能性,選 好 性 につ い て 調査 した 。

(1)内 径17cm,高 さ23cmの 飼 育 ビ ン に,P.densiflora,P.thunbergii,P.taeda,P.ponderosa

を 除 く27種(表 一1)の マ ツ属 を任 意 に2種 類 を 組 み 合 わ せ,長 さ約20cmの 枝条 を1本 ず つ

と羽 化 間 もな い マ ツ ノマ ダ ラカ ミキ リの成 虫2匹 を入 れ,2日 後 に供 試 マ ツ枝 条 の後 食 痕 を調 査

した。 この調 査 は,17種 につ いて は組 み合 わ せ を か えて,2回 繰 り返 し,1977年6月14日 か ら6

月24日 ま で,白 浜 試 験 地 の研 究 室 で 行 なわ れ た。

(2)サ ラン ネ ッ トで 囲 まれ た 底 辺90×180cm,高 さ185cmの 網 室 内 に,集 め られ た被 害 ク ロ
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マ ツ,ア カマ ツ 丸太 の上 に,29種(表 一1)の マ ツ属 枝 条(約30cm長)を 並 べ,丸 太 よ り羽化

脱 出 して き た マ ツ ノマ ダ ラカ ミキ リ成 虫 の後 食 を 調 査 し た。 調 査 は,各 種2本 ず つ の枝 条 を 供 試

し,(1)の 調 査 と同 時 期 で,約4日 の 後,各 枝 条 の後 食 痕 を 測 定 した。

(3)30cm鉢 に植 え られ た マ ツ属(表 一2)を 前 記 網 室 に11種(11鉢)並 べ,羽 化2～3日 後

の マ ツ ノマ ダ ラカ ミキ リ成 虫7匹 を,網 室 上 部 の放 虫 台(30×30cm)に 放 し,3～9日 間 の成

虫 の行 動 お よび 後 食 状 況 を 調 査 した。 本 調 査 は,1977年5月27日 か ら6月30日 まで,1978年6月

5日 か ら7月15日 ま で,鉢(種)の 配 置 を 変 え,1977年 に16回,1978年 に17回 繰 り返 した 。 な お

供 試 木 の高 さが40～100cmで,同 種 内 に も差 が み られ た ので,各 組 合 わせ で は,で き る限 り揃

った 高 さの 供 試 木 を1組 と して 用 い た 。 成 虫 にペ ンキ で マ ー ク して 各 個 体 を 識 別 し,放 虫 後 の 追

跡 調 査 は,午 前9時,午 後1時,5時 に網 室 内 の 何 処(樹 体 の 部 位,鉢 の 内,外,サ ラ ン ネ ッ ト

な ど)に 留 って い るか を 観 察 した 。 さ ら に放 試 虫 が最 初 に 後食 す る樹種 の 調査 に,1978年 に13回

の 調 査 を 追 加 し た。1977年 の 第1試 験 に は6匹 を 放 し,第2,第3試 験 には10匹 放 虫 した が,10

匹 で は サ ラ ンネ ッ トの外 か らの 各 個 体 の 識 別,追 跡 観 察 に長 時 間 を 要 した の で,以 後1網 室 に7

匹 と した 。

以 上3方 法 に よ る調 査 の ほか に,白 浜 試 験 地 に植 栽 さ れ て い るP・engelmanniiほ か6種(表 一

5)の メ キ シ コ産 マ ツ 属 に つ い て,マ ツ ノマ ダ ラカ ミキ リ成 虫 の後 食 痕 の有 無 を調 査 し,P・Eae-

da,P.elliottiiの 実 験 林 に お いて は,枝 を樹 体 ご とに数 え,そ の 一 部 の 枝 を サ ンプ ル して 後 食 痕 の

数 と面 積 を調 査 した 。 さ らに各 試験 地 の 外 国産 マ ツ属 の植 栽 木 の うち,枯 死 した もの に つ い て マ

ツ ノマ ダ ラカ ミキ リの 後食 痕,マ ツ ノザ イ セ ン チ ュ ウを 調 査 した。

結 果 お よ び 考 察

1977年 の調 査 結 果 の一 部 に つ いて は,89回 日本 林 学 会 論 文 集i°)に 発 表 した が,本 報 告 には,

これ らの 資料 を も加 えて,2力 年 の調 査 結 果 を ま と めて 考 察 す る。

1)飼 育 に よ る マ ツ ノ マ ダ ラカ ミキ リ成 虫 の後 食

(1}お よ び(2)の調 査 結 果 は表 一1の よ うに な る。(1)で は27種,(2)で は29種 の 供 試 マ ツ属 枝 条 が す

べ て 後 食 され,1本 の 枝 条 に,最 低1コ,多 い もの で は,(1)で はP・ 栩・rris・nicollaの9コ,(2)で は

P.ayacahuitev.brachypteraの16コ の 後 食 痕 が あ り,供 試 マ ツ属 枝 条 で 後 食 され な か っ た も の は

i例 も み られ な か っ た。

(3)の調 査 結 果 を 表 一2に 示 す 。1977年 に は,供 試 し た11種 で,夏 度 も後 食 され な か っ た種 は な

く,反 対 に,何 時 も後 食 さ れ た種 もな か っ た。1978年 には,表 一2の13種 を11種 ず つ 組 み 合 わせ

て供 試 した。 い ず れ の樹 種 も後 食 され,1977年 の よ う に一 部 後 食 され なか っ た個 体 も み ら れ た

が,P.taiwanensis,P.rigidaで は,全 供 試 木 が 後 食 され た 。

各 供 試 虫 が 網 室 に放 され て か ら,最 初 に後 食 した種 の 全 供 試 虫 に対 す る比 を 表 一2に 示 した。

例 え ば,P.taedaの8,6%は,17回 の行 動 追 跡 調 査 と13回 の 追 加 調 査 の計30回 の調 査 に,各 回7

匹 の 放 虫 で,210匹 の 供 試 虫 の18匹 が 最 初 にP・taeda樹 上 で観 察 され た こ とを 示 して い る。こ の

最 初 の 後 食 は,1977年 に は,P・tabulaeformis,P・densiflora,P・strobus,P・rigidaで 多 く,P.tae-

da,・P.pinaster,P・thunbergiiで す くな か ったが,1978年 に は,P.taiwanensis,P.nigra,P.strobus,

P.ponderosaで 多 く,P,,bfnaster,P.ガ8漉 で す くな く,年 に よ って 差 が み られ る。 す なわ ち,樹

種 間 に両 年 と も 同 じ傾 向が み られ る ので はな く,1977年 に最 も多 くの供 試 虫 が 最 初 に 後 食 し た

P.tabulaeformfsは,1978年 にはす くな く,P.rigidaも 同 じ傾 向 が み られ,P・nigra,P・taiwanen一
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Table1.Feedingofpinesawyeradulttopine-shootsasbaitinbreedingbottleandcage.

BottleCageBottleCage

Specics

N・.(綿N・.(Areamm2)SpedesN・,(鑑az)N・ ・(鑑 釜)
-

P.banksianal*1355450P.armandii23831!1186

P.contorta3*242141809P。Qアacahuite6507282421

p.廊 η∫解07α 一 一242171〃v.う7α6砂 ク'〃α7402191660

P.echinata425610920P.koraiensis95429750

p,7η4∬oη 盛αηα41611102196P,leiophアlla22744346

P.muricatoI4300115124611P.moutico[aI2*1011151366

p.nigra8712191575P.morrisani`ola9*407232246

P.ρ5π α5f8711772152725P。fieuce3*15110629

1}.ρzfηg8η545079886P.pinea2*110131225

P.sylvestris21788724P.rudis65495466

1).tabulaefnrmis1*271151375P曾strobus1*8710863

P.taiwanensis3*387162133

P.thunbergii--111188

P.nirginiana89038797

P.gr6g露3326141152

P.ρ α`ε6'α98504368

P.radiatal673516365

P.rigidal*376561

Usingabout20cmlungshootinbottleandabout30cmlongshootincage.

*:peroneshoot
,others:pertwoshoots.

S25,P.ponderosaに 反 対 の 傾 向 が み られ る。

P・elliottiiで 非 常 に小 さ い値 が得 られ たが,

他 の 供 試 木 に 比 べ て,P.elliottiiの 樹 高 が

す こ し低 か った の で,こ の 影 響 が あ らわ れ

た た め と思 わ れ る。 この よ うに,マ ツ ノマ

ダ ラ カ ミキ リ成 虫 が 後 食 しは じめ る樹 種 に

は,い く らか 差 が み られ た が,時 間 経 過 に

と もな う 樹 種 間 の 移動 に よ り,後 食 木 に は

大 きな 樹 種 差 が み られ ない 結 果 とな った 。

各 供 試 虫 は 必 ず し も 分散 して 後食 す るの で

はな く,最 も多 い 場 合 は5匹 の成 虫 が 同時

に同 一 樹 体 を 後 食 して い た。 しか し,多 く

の場 合,適 当 に分 散 して い た。

マ ツ ノ マ ダ ラカ ミキ リの 後 食 痕 の 長 さ と

巾を 測 定 し,ク ロマ ツ とテ ー ダ マ ツ にみ ら

れ る後 食 痕 で 求 め られ た 関 係7)を 利 用 して

Table2.Attackedtreebyfeedingofpinesawyer

adultanditsfirstattack.

.Attackedtee(%)Firstattack(%)S
p・C・e・1977197819771978

P.banksianaI679118.36.O

P.densiflora638911.89.2

P.nigra881009.217.1

P.pinaster56885.14.8

P。'αあ〃&1P.ノormu807318。56・I

P.taiwanensis751008.425.7

P.thunbergii50835.i7。8

P.taedaI637612.58.6

P.strobesI8176111.813.3

P.ponderosa56829・212・4

P。rigida7510010.15,7

P.uirginiana-64-10.1

P.elliottii‐42‐1.2

そ の 面積 を求 あ,後 食 痕 の平 均 面積 を求 め る と表 一3の よ うに,さ らに樹 体 あ た りの 後 食 痕 の 数

と後 食 痕 面 積 の 関 係 を求 め る と図一1の よ うに な る。 ほ ぼ 後食 痕 数 と面 積 は比 例 して い る とみ な

して も よい が,樹 種 に よ って平 均 後食 痕 面 積 に わず か に差 が み られ る。 後 食 痕 の 平 均 面 積 は,

1977年 のP.taiwanensis,P.thunbergii,1978年 の 両 種 お よびP.tabulaeformis,P・visginianaを 除
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Table3.Adultfeedingofpinesawyertopine-speciesincage.

Meanfeeding19771978
Speciesarea(mmz)NewshootlOldshootNewshootOldshootM

eanareaMeanareaMeanareaMeanarea19771978No.(
mm2)No.(mm2)No.(mm2)No.(mm2) 

1).ゐαπん∫`αηαll41062580401354010643106

P.densiflora1281247414439969112799122

P.nigra126109611025615212111495103

P.pinasterlO91122810925109871337288

P.tabulaeformis1141531011113312310114571166

P.taizuanensisI149166168176145107135192160151

P.thunb〃g露1381744816125929319484151

P.taeda1211271381352094119127163125

P.strobusI11910411041243910812281031188106

P.ρoπ4870∫ α1131283412618881161467199

P.rigidalO411656102491069611064124

P。uirginiana-87-一 一 一42844589

P・elliottii-104-一 一 一ll6942181

けば104～128mm2の 範 囲 に入 る。 また,同 一 樹種 に,1977年 と1978年 の平 均 面 積 に差 が み られ

た が(表 一3),図 一1の よ うに,両 年 のバ ラツ キを あ わせ て 平 均 後 食 痕 面 積 を 考 え るの が 妥 当

で はな い か 。 さ らに樹 種 を わ け ず に 平 均 後 食 痕 面 積 を求 め る と,1977年 は 後 食 痕 数1,026コ で

122.Omm2,1978年 は2,146コ で,123.4mm2と ほ ぼ同 じ値 にな る。 新 しい 枝 条 と古 い 枝 条 に分

けて 後食 痕 を ま とめ る と(表 一3),新 しい 枝 条 を 多 く後食 し,例 外 もあ るが,そ の 面 積 もや や

広 い よ うで あ る。平 均 後 食痕 面 積 は,後 述 す る実 験 林 で の調 査 で,1～3年 枝 の新 しい 後 食 痕 面

積 が,1977年 およ び1978年 で そ れ ぞ れ,P.taedaで105mm2,112mmZ,P.elliottiiで112mm2,

114mm2で,選 好 試 験 の平 均 値 よ りや や 小 さい が,そ の 測定 の範 囲 に あ り,後 食 痕 の 平 均 面 積

は,成 木 で も幼 令 木 で も大 きな 違 い は な い よ うで あ る。

マ ツ ノマ ダ ラ カ ミキ リ成 虫 の 行 動 習性 につ い て は,ア カ マ ツ,ク ロ マ ツを 用 い て の年 枝 間 の選

好 試 験,網 室 で の行 動 観 察 な ど多 くの報 告 が あ るが8,11×16),樹 種 間 の 選 好 試 験 は,ア カマ ツ,ク

ロマ ツ,テ ー ダ マ ツ に よる調 査17)の ほ か は,本 調査 の よ うな 多 くの樹 種 間 に お け る試 験 は み あ

た らな い 。 成 虫 の網 室 内で の行 動 を つ ぎ の よ うに して 求 め た。

観 察時 点 で,何 処 に 滞 留 して い る かを 記 録 し,同 一 樹 種 で 続 けて 観 察 され た場 合 は,そ の 間 は



同一 樹 体 内 で の 移動 は あ って も樹 種 間 の移 動 は な か った もの とす る。

樹 種 間を 移 動 して い た場 合 に は,そ の 中間 で 移 動 した もの と し,時 間 を%ず つ両 樹 種 に振 り分

け て 滞 留 時 間 を 求 め る。

以 上 の よ うに して 各 試 験 ご とに 成虫 の網 室 内 で の 行動 を 記 録 した もの の一 部 を示 す と図一zの

よ うに な る。 多 くの成 虫 が 樹 種 間 を 移 動 しな が ら後 食 を 続 けて い る こ とが 判 明 した。 しか し,

は じめ に飛 び着 い た樹 種 を 観 察 終 了 まで 移 動 しなか っ た成 虫 もみ られ た。 最 長 の もの で は,1977

年 に,2匹 が調 査 期間 の190時 間 も同一 樹 体(P.thunbergii,P.strobus)で 観 察 され た が,反 対 に

数 時 間 で樹 種 を 移 動 した個 体 もあ った。4日 間(96時 間)以 上 観 察 を続 け た各 実 験 で,96時 間 を

越 えて 連 続 して 同 一 樹 体 に滞 留 した成 虫 は,1977年 に は33例,1978年 は11例 で,同 一 樹 体 に,24

時 間 以 内 の滞 留 で 移 動 した場 合 が,1977年 に は4298,1978年 に は75%も あ っ た(図 一3)。 前 日

の 午 後4時 の 観 察 か ら翌 日の 午 前9時 の 観 察 ま で に樹 種 を 移 動 す る場 合 が 多 く,移 動 の 約.,が

これ に あた る。夜 間 の 行 動 を 観 察 して い な い が,マ ツ ノマ ダ ラ カ ミキ リ成 虫 の 行 動 が 夜 行 性 で あ

る こ とを 示 唆 して お り,/」、林11),西 村12),細 田 ら16)も 同 様 夜 間行 動 型 で あ る と 報 告 して い る。

ま た,樹 上 で 成 虫 が観 察 され て い な い の に 後 食 痕 が み られ る 場 合,観 察 され て い るに か か わ ら

ず,後 食 痕 が み られ な い場 合 が あ る。 これ は連 続 観 察 を しな か った 欠点 で あ る が,前 者 の 場合 に

は,観 察 の 中間 に,移 動 一 後 食 一 移 動 を 終 って い る た めで,多 分 夜 間 に この 一 連 の 行 動 が 行 な

わ れ た の で あ ろ う。1977年 に5例,1978年 に7例 み られ,そ の 後 食 痕 の 多 い の は,1977年 の

P.tabulaeformisの5コ,307mm2,1978年 のP・densifloraの5コ,623mm2で,他 は 後 食痕 が



1～3コ で あ る。 後 者 の 場

合 は,1977年 に5例 み られ

たが,1978年 には な か った 。

マ ツ ノマ ダ ラ カ ミキ リ成

虫 の 樹 体 あ た りの 滞 留 時 間

と後 食 痕 面 積 の 関 係 を求 め

る と,樹 種 に よる 明 らか な

差 は な く1°),相 当 に大 き な

バ ラ ツキ が あ るが,滞 留 時

間 が 長 い ほ ど後食 痕 面 積 が

大 き くな る傾 向 が み られ る

(図 一4)。 時 間 あ た りの 後

食 痕 面 積 の 上 限 は1977年,

1978年 と もに大 き な差 は な

く,1時 間 あ た り約40mm2

摂 食 して い る。 しか し下 限

に はす こ し差 が み られ る 。

全 般 に,1978年 の調 査 で 多

く摂 食 して い る傾 向が あ る。

1時 間 あ た りの平 均 摂 食 量

は1977年 は9.Ommz(図 一

4の 上 限下 限 の真 中で は約

11mmZ),1978年 は16.6

mm2と な り,1977年 の 供

試 虫 は1978年 の もの に比 べ

て,ゆ っ くり摂 食 したか,

摂 食 せ ず に休 止 して い た 時

間 が 長 い こ と にな り,こ の

よ うな 差 が あ らわ れ た 原 因

はわ か らな い 。

網 室 で の マ ツ ノマ ダ ラ カ

ミキ リの 後 食 選 好 試 験 に供

試 した マ ツ属 で,成 虫 の 後

食 の 結 果 枯 れ た もの は表 一

4の よ う にな る。本 調 査 に

供 試 した マ ツ ノマ ダ ラ カ ミ

キ リが どの 程 度 マ ツ ノザ イ

セ ン チ ュ ウを保 持 して い た

か 不 明 で,後 食 木 へ の マ ツ

ノザ イセ ンチ ュ ウの 伝 播 も

不 明 で あ るが,枯 死 木 か ら
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は す べ て マ ツ ノザ イ セ ンチ ュウ が確 認 され た。 マ ツ ノザ イ セ ン チ ュ ウの 接 種 試 験 で,抵 抗 性 が 認

め られ て い るP,rigida,P,taeda,P.taiwanensisで は 枯 れ な か った が,感 受 性 であ るP.pinaster

で は後 食 木 の半 数 以 上 が 枯 れ た。

2)野 外 に お け る マ ツ ノ マ ダ ラカ ミキ リ成 虫 の後 食

白浜 試 験 地 に見 本 樹 と して 植 え られ て い る7種 類 の メ キ シ コ産 マ ッ属 に つ い て,マ ツ ノマ ダ ラ

カ ミキ リ成 虫 の後 食 痕 を1977年,1978年 の12月 に調 査 した。 この7種 の植 栽 地 の周 囲 の 天 然 の ク

ロ マ ツ,ア カ マ ツ は ほ とん ど枯 死 し,わ ず か に数 本 程 度 残 って い る に過 ぎ な い 。

1977年 は,植 栽 地 の灌 木,草 本 類 よ り高 く育 って い る もの の み を 対 象 に 後食 痕 の有 無 を 調査 し

た が,1978年 には,植 栽木 す べ て に つ い て,後 食 痕 を 新 しい もの と古 い もの に分 けて 調 査 した。調

査 結 果 を 示 す と表 一5の よ うに芦 る・1977

年 に は,P.pseud・strobus,P・rudisに 後 食 痕

が 認 め られ ず,残 りの5種 が 後 食 さ れ,

臓1こ蕪聡 罫騰縦勲
ど4種 に は枯 死 木 が み られ,P・engelmannii

の1977年 の 枯死 木(胸 高 直 径43mm,樹 高

220cm)か らは,1978年 に,マ ツ ノマ ダ ラ

カ ミキ リの成 虫8匹 が 羽 化 して きた 。 これ

らの樹 種 に 枯 死 木:がみ られ た こ とは,マ ツ

ノザ イセ ン チ ュ ウの 接 種 試 験6)を 実 証 して

い る。

白浜 試 験 地 のP.taedaとP・elliottiiの 実

験 林 に お いて,1977年 と1978年 の9月 に,

枝 を サ ンプ ル す る こ と に よ り,マ ツ ノマダ

ラカ ミキ リ成 虫 の 後 食痕 を 調 査 した結 果,

Table4.Mortalityonpine-speciesbyadult

feedingofpinesawyerincage.

197711978

.Feed.Mor、Feed.Mor.Mgr-S

peclesinglalitying

No.No.No.・alityNo.tality%)

P.banksianal631102131.3

p.densifloralOO1613.8

p.nigra14612646.2

1).pinaster9415954.2

P.tabulaeノ わrmis1211118.7

P.taiwanensis120500

p.thunbergii8115526.1

P.taedaI100113010

P.strobesI130,113010

p.ponderosa9314534。8

P.rigida1201700

p.virginiana--700

P.elliottiiI‐ ‐151120.0

Table5.AdultfeedingofpinesawyertopinesplantedinfieldatShirahama.

197711978

PlantedTreeheightAttackedS
peciesTotalTotalAttackedtreesite(

cm」No.NoyNo.No.ofoldNo,ofnew

P.engelmaaniiA60～220412(1)5327(2)

B90--100200

P,g解g露A120～3202954659(1)

B170.30013118

P.leiophyllaA90～280354751116(5)

B120--25011845

P.michoacanaA80～1901211312

P.oocarpaA110-,-2901221537ci>

B150～250411

P.pseudos〃oう 欝A80～19090901

P.rudeA60～ 豊401703501

AI8015011713

()mortality
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Table6.AdultseedingofpinesawyertoP.taedaandP.elliottiistandsatShirahama.

I

Yea,Spec、 。,N。.1haD・HH。 離 贈 酬Area°fwound(feedingm2/ha)

(cm)(m)NewOldNewOld

P.taedaI3488112.510.613164131.081.1

1977P.elliottii(A)34749.17.4242823.733.7

〃(B)303411.19.0233028.23790

P.taedaI2912113.211.OI3290136.-0150.8

1978P.elliottii(A)34699.67.4294630.173.4

〃(B)275511。89.2325335.586.9

1978年 のP・elliottiiの1枝 を 除 い て 残 り の69本(1977年:P・taedaで19本,P・e"20tt22で7本,

1978年:P・taedaで12本,P・elliottiiで31本)の 枝 に 後 食 痕 が 認 め られ た 。 最 も 後 食 痕 が 多 か っ

た 枝 は,P.taedaで は 新 食 痕43コ,旧 食 痕48コ,P・elliattiiで は 新 食 痕16コ,旧 食 痕59コ が 数 え

ら れ た 。 新 食 痕 が な い 枝 もあ っ た が,枝 あ た り 平 均 す る と,P・taedaで は1977年 は 新 食 痕6.4コ,

旧 食 痕13.2コ,1978年 は そ れ ぞ れ,4.5コ,12.5コ と な り,P・elliattiiで は1977年 は 新 食 痕6.1

コ,旧 食 痕7.7コ,1978年 は そ れ ぞ れ4.8コ,8.0コ と な る。 毎 木 調 査 結 果 よ り林 分 の 後 食 痕 を

推 定 す る と表 一6の よ う に な る 。

1977年 と1978年 と も に,同 一 林 分 を 調 査 対 象 と し た が,毎 木 調 査 の 標 準 地 は 同 一 で は な い 。P・

taedaの 林 分 に 隣 接 し て ク ロ マ ッ 林 が あ っ た が,1974年 に,マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミキ リー マ ツ ノザ イ

セ ン チ ュ ウ に よ っ て 全 滅 して し ま って い る 。P.elliottiiの 林 分 の 周 囲 に は,天 然 の ク ロ マ ツ,ア

カ マ ツ と と も に 造 林 さ れ た ク ロ マ ツ も 一 部 残 っ て い る 。P・taedaやP.elliottiiが 周 囲 の ク ロ マ

ツ,ア カ マ ツ と同 様 に マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミキ リに 後 食 さ れ な が ら も,両 樹 種 が マ ツ ノザ イ セ ン チ ュ

ウ に 対 し抵 抗 性 で あ る6)た め に 現 存 して い る こ と が 明 ら か に な っ た 。P.elliottiiのA林 分 で は

1978年 の 後 食 の た め1本 枯 死 し,マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミ キ リの 幼 虫 が 材 中 で 繁 殖 して い る 。 そ の 抵 抗

性 が 絶 対 で な い こ と を も示 唆 して い る 。

3)外 国 産 マ ツ 属 に み られ る 枯 死 例

マ ツ ノ ザ イ セ ン チ ュ ウ を 保 持 し た マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミキ リ成 虫 に 後 食 さ れ た た め に 枯 れ た 外 国 産

マ ツ 属 は,P.taeda,P・bungeanaに つ い て は 詳 し く報 告 し た が7),そ の 後 前 記 メ キ シ コ 産 樹 種 の ほ

か 数 樹 種 に つ い て,後 食 を 確 認 し た 。 そ れ らの 生 育 環 境,生 長 量,食 害 量 な ど 詳 し い 記 述 は 次 報

に ゆ ず る が,こ こ で は そ の 事 実 を 述 べ る 。

イ.P.elliattii:DBH8.2cm,Hl1.4m,前 記 調 査A林 分 で の 枯 損 木,白 浜 試 験 地 。

ロ.P.elliottii:DBH20,8cm,H10.Om,和 歌 山 県 海 草 郡 。

ハ.P・taeda(3本):DBH16.3～22.Ocm,H13.9～16.5,白 浜 試 験 地 。

二.P.ma∬aniana:DBH8.Ocm,H5,7m ,徳 山 試 験 地 。

ホ.P.thunbergii(♀)×P・ma∬oniana(♂)のF1雑 種,DBH8.3cm,H5,3m,徳 山 試

験 地 。

へ.P.radiata:DBH12.6cm,H5.9m,上 賀 茂 試 験 地 。

ト.P・pinaster:DBHl9.9cm,H12.Om,上 賀 茂 試 験 地 。

以 上 の う ち,イ,ハ,二,ホ の 各 枯 損 木 に は マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミ キ リ の 後 食 痕,そ の 幼 虫 の 材 中

で の 生 息,マ ツ ノザ イ セ ン チ ュ ウを 確 認 し た 。 ロ,へ,ト の 各 枯 損 木 に は 後 食 痕 と マ ッ ノ ザ イ セ

ン チ ュ ウ は 確 認 さ れ た が,マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミ キ リの 幼 虫 は 繁 殖 し て い な か っ た 。
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4)マ ツ ノマ ダ ラ カ ミキ リ成 虫 の 後食 の可 能 性

本 調 査 の 結 果,野 外 の 自然 状 態 でF、 雑 種 を含 め て13種,網 室 で の摂 食 調 査 で31種 の マ ツ属

が,マ ツ ノマ ダ ラ カ ミキ リの 成 虫 に 後食 され るこ とが 確 認 され,こ れ ま で に確 認 され た 種 を 加 え

る と40種 の マ ツ属 を マ ツ ノマ ダ ラカ ミキ リが 後 食 す る こ とが 明 らか にな った 。

マ ツ ノザ イ セ ンチ ュ ウ に感 受 性 で あ るP・pinaster,P.engelmanniiな どで は,マ ツ ノザ イ セ ンチ

ュ ウを保 持 して い る マ ツ ノマ ダ ラカ ミキ リに後 食 され る こ と に よ って 枯 れ る こ とは十 分 考 え ら

れ,そ の 他 の樹 種 もマ ツ ノマ ダ ラカ ミキ リの後 食 を 避 け る こ とが で きな け れ ば,絶 対 に安 全 とは

言 い 難 い 。 マ ツ ノザ イ セ ンチ ュウ の接 種 試 験6)で30種 中1個 体 も枯 れ な か っ たの は,P・rigidaだ

け で,野 外 に お い て,前 記 の よ うに枯 れ た原 因は マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミキ リが 後 食 時 に マ ツ ノザ イ セ

ンチ ュ ウを伝 播 した た めで あ る。

自然 界 に お いて,マ ッ ノマ ダ ラカ ミキ リは マ ツ属 を 後 食 す る可 能 性 を もち,そ の機 会 が あ れ

ば,ど の マ ツ属 を も後 食 す るで あ ろ う と結 論 され,マ ツ属 の 生 死 は,マ ツ ノマ ダ ラカ ミキ リが選

択 す るの で は な く,マ ツ ノザ イ セ ンチ ュウ に対 して,マ ツ属 が 抵 抗性 を も って い る か 否 か に か

か って い るこ とが 明 らか に な っ た。

あ と が き

マ ツ ノマ ダ ラカ ミキ リが マ ツ属 を 後 食 す る こ とは,本 調 査 で ほ ぼ確 認 され た 。 マ ツ ノマ ダ ラ カ

ミキ リは,マ ツ属 の樹 体 が 衰 弱 一 枯 死 に よ って 産 卵 可 能 な 状 態 にな らな け れ ば,樹 体 に は 産 卵で

きな い ので,マ ツ ノザ イセ ンチ ュ ウ に対 して 抵 抗性 を も って い る樹種 を後 食 して も,虫 体 の成 熟

は 可 能 で あ ろ うが,次 世 代 の 繁 殖 は 不 可能 に な る 。繁 殖 の た め に は,別 に 産 卵 可能 木 を さが さね

ば な らない 。 マ ツ ノザ イセ ンチ ュウ に感 受 性 の 樹種 を 後 食 して 容 易 に繁殖 す る こ と とは 条 件 が大

き く違 う こ と にな る。 今 後 は マ ツ ノ マダ ラ カ ミキ リ成 虫 の 後 食 一 後 食 木 の生 死 一繁 殖 の 可 否 の 関

係 につ い て,多 くの 樹種 に つ い て 観 察 を続 け た い。
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Résumé

   It is well-known that the severe damages to Japanese black pine (P. thunbergii) and 

red pine (P. densiflora) in pine stands throughout western Japan have been attributed to 
the attack of Japanese pine sawyer (Monochamus alternatus) and pine wood nematode 

 (Bursaphelenchus lignicolus). 
   Feeding of Monochamus alternatus in adult stage upon foreign pine species had been 

observed in glass bottle (17 cm in diameter and 23 cm height), net cage (90 x 180 x 185 

cm) and field for two years, from 1977 to 1978 at the three Experimental Stations of 
Kyoto University Forest, Shirahama (Wakayama prefecture), Kamigamo (Kyoto pre-
fecture) and Tokuyama (Yamaguchi prefecture). 

   The results obtained from these investigations were as follows: 
   1. Twenty-nine pine species (including one variety) were infested with the adult 

of Japanese pine sawyer and its feeding wound had been observed on each shoot of these 

pines in bottles and cages (Table 1). 
   2. In cage, one adult stayed on the same tree for one hundred ninety hours, the 

other locomoted in a few hours from tree to another tree. Most of locomotion was prac-
ticed within twenty-four hours (Fig. 2 and 3). 

   3. Some adults locomoted from pine to pine during the daytime, but most of adults 
were mobile during the period from 5 p.m. to 9 a.m. of next day. Therefore, it seems 
that the active type of the adult is nocturnal. 

   4. The area of feeding mark in loblolly pine stand was 105 mm2 in 1977 and 112 
mm2 in 1978 on an average, and in slash pine stands its mean area was 112 mm2 in 1977 

and 114 mm2 in 1978. 
   5. At Shirahama, the adult feeding mark were observed on stems and shoots of 

seven pines which were native to Mexico (Table 5). And also, in healthy loblolly and 

slash pine stands, many feeding wound of sawyer adult were observed on its healthy 
shoots and twigs (Table 6). 

   6. Further, nine pine trees among six species had been withering in each stand 
by the attack of Japanese sawyer adult which carried pine wood nematodes, two slash 

pines and three loblolly pines at Shirahama, a tree of P. massoniana and  F, hybrid of P. 
 thunb.() P.  masso.(S) at Tokuyama and a tree of P. radiata and P. pinaster at Kamigamo. 

Pine wood nematodes were recovered from stems and branches of these withering pines. 
    7. Feeding preference of pine sawyer adult to pine species is not observed, there-

fore, it seems that all pine species may be infested with the adult  of  Japanese pine sawyer 
when the occasion comes.


